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ページ ＪＡ名
広報誌
掲載号

地域の活性化 農業生産の拡大

農業者の所得増大 地域の活性化

地域の活性化 農業生産の拡大

地域の活性化 農業生産の拡大

地域の活性化 農業生産の拡大

農業者の所得増大 地域の活性化

地域の活性化  

農業者の所得増大 地域の活性化

地域の活性化 農業生産の拡大

1 ごしょつがる

①農業ふれあい教室で優秀賞
②乾田直播栽培の理解深める
③大雪被害のハウス視察

2026年4月号

目　次

関連するSDGs目標自己改革・SDGsの活動・取り組みの名称

2026年4月号

3 相馬村

①りんご樹再生のために…
②りんご学習贈呈式
③飛馬共防肥料配布

2026年4月号

2 つがる弘前

①中弘南黒地区農協青年部交流会開催
②フレッシュ部会研修会開催

2026年4月号

5 十和田おいらせ

①雌牛の部に小笠原さん、去勢牛の部に
　下久保さんがチャンピオン賞
②「ももいしいちご」地域の思い乗せ出荷

2026年4月号

4 津軽みらい

①地域農業教育の充実に
②園地の被害状況を確認
③尾上水稲生産組織連絡協議会研修会

2026年4月号

7 おいらせ

①本店：年金友の会総会開催
②支店：年金友の会総会開催

2026年4月号

6 ゆうき青森

①にんにく栽培講習会
②女性部野辺地支部　手芸講習会

9 ごしょつがる

①品種シール販売
②新採用職員の研修受け入れ
③優績ＬＡ表彰

2026年5月号

2026年4月号8 八戸

①野菜総合部会第17回通常総代会
②ながいも　次年度作付けに向けて
③共済代理店実績検討会および情報交換会



ページ ＪＡ名
広報誌
掲載号

関連するSDGs目標自己改革・SDGsの活動・取り組みの名称

地域の活性化 農業者の所得増大

農業生産の拡大 地域の活性化

農業生産の拡大 地域の活性化

農業者の所得増大 農業生産の拡大

農業者の所得増大 農業生産の拡大

農業者の所得増大 地域の活性化

農業者の所得増大 農業生産の拡大

地域の活性化 農業者の所得増大

地域の活性化 農業者の所得増大

2026年5月号

11 相馬村

①ライスロマンクラブ肥料配布
②日本原燃　援農
③花と緑の市　開催！！

2026年5月号

10 つがる弘前

①令和７年度店舗美粧化コンテスト
　３年連続最優秀賞　岩木支店
②「かあさんの店」移転完了
③「家計応援セール」実施
④「はれわたり」宣伝販売活動

2026年5月号

13 十和田おいらせ

①常勤理事らが農家を督励巡回　ＪＡの
　販売戦略など説明
②ナガイモ収穫急ピッチ
③ピーマン苗の鉢上げ盛ん 2026年5月号

12 津軽みらい

①各地区で苗販売会
②子ども食堂へ食材提供

2026年5月号

15 おいらせ

①やさい推進委員会視察研修
②労組を中心に春のクリーン作戦

2026年5月号

14 ゆうき青森

①トマト部会　今年初めての栽培講習会
②水稲栽培講習会　六ヶ所村
③全農職員新人研修　受け入れ

17 ごしょつがる

①年７回のスクール開校
②キュウリ湿度保持促す
③交通ルールを学ぼう

2026年6月号

2026年5月号16 八戸

①にんにく　病害虫対策しっかりと
②ピーマン　定植準備しっかりと
③水稲講習会開催

2026年6月号18 つがる弘前

①ＪＡつがる弘前にキャラクター新登場
②機能性表示食品「ひろまる」販売
③ＪＡつがる弘前りんご　ＪＡつがる弘前米　店
頭販売



ページ ＪＡ名
広報誌
掲載号

関連するSDGs目標自己改革・SDGsの活動・取り組みの名称

地域の活性化 農業生産の拡大

地域の活性化 農業者の所得増大

地域の活性化 農業生産の拡大

地域の活性化 農業生産の拡大

農業者の所得増大 農業生産の拡大

地域の活性化  

農業者の所得増大 農業生産の拡大

地域の活性化 農業者の所得増大

19 相馬村

①花粉開葯所盛況
②ライスロマンクラブ本格始動！！
③ネパール技能生リンゴ学習

2026年6月号

ＪＡさがえ西村
山

（山形県）

ＪＡ香川県
（香川県）

20

21

22

23

24

2026年6月号

2026年6月号

2026年6月号

2026年6月号

2026年6月号

JA全中HPより
引用

JA全中HPより
引用

①各地区青年部員が食育活動
②青空教室が開催

①町最大イベント　菜の花フェスで特産ＰＲ
②インドネシアから技能実習生６人が
　仲間入り
③盛り上がるマッドフラッグ！　泥まみれで
　水田へダイブ
④泥に足を取られながら田植えを楽しむ児童

①天間林小３年生　アピオス植え付け
②子牛管理品評会　生産・育成技術向上
　目指す
③ニンニク種子ウイルス検査

①病害虫対策の呼び掛け　にんにく講習会
②ハウスの温度管理と水管理の徹底　水稲
　現地講習会

①令和７年度青森県東方沖見舞金贈呈
②令和７年度ＪＡ共済優績組合全国表彰
③令和８年度ＪＡ共済事業推進大会

リンゴ輸出を大幅アップ　台湾中心に１
億円突破　選別施設の集約が転機に

准組合員の視点を経営の力に　「パート
ナーズクラブ」で組織を活性化

25

26

津軽みらい

十和田おいらせ

ゆうき青森

おいらせ

八戸
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Ｊ Ａ 相馬村では事業活動や行事を通じ てS D G s の実践に取り 組んでいます

り
ん
ご
樹
再
生
の
た
め
に
…

り
ん
ご
学
習
贈
呈
式

飛
馬
共
防
肥
料
配
布

３
月
18
日
、
育
苗
セ
ン
タ
ー
敷
地
内

で
購
買
課
は
、
予
約
注
文
を
受
け
た
り

ん
ご
樹
再
生
の
た
め
の
丸
太
（
木
柱
）

を
搬
入
し
ま
し
た
。
２
年
連
続
の
大
雪

で
り
ん
ご
減
収
防
止
対
策
と
し
て
行
わ

れ
た
試
み
で
す
。
届
い
た
木
柱
を
見
て

大
場
勉
組
合
長
は
「
雪
解
け
が
進
む
と

枝
折
れ
や
幹
折
れ
な
ど
の
被
害
が
は
っ

き
り
見
え
て
く
る
。
こ
の
木
柱
で
再
生

で
き
る
り
ん
ご
樹
は
少
し
で
も
回
復
に

努
め
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

３
月
24
、
25
日
の
２
日
間
で
予
約
頂

い
た
丸
太
木
柱
の
引
渡
し
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
引
取
り
に
訪
れ
た
坂
市
地
区
の

田
中
清
一
さ
ん
は
「
今
年
の
大
雪
で
、

１
週
間
以
上
雪
下
ろ
し
に
行
き
た
く
て

も
畑
へ
行
け
な
か
っ
た
。
雪
解
け
が
進

む
に
つ
れ
て
り
ん
ご
の
樹
が
10
本
以
上

折
れ
た
り
欠
け
た
り
し
て
い
る
の
が
見

え
て
愕
然
と
し
た
。
こ
の
木
柱
で
補
修

し
て
り
ん
ご
の
収
量
を
維
持
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
く
れ
た
。
２
日
間
で

約
３
０
０
０
本
の
引
取
が
あ
り
、
木
柱

の
在
庫
が
あ
る
限
り
、
ま
だ
注
文
は
受

け
て
い
ま
す
。

３
月
24
日
、
相
馬
小
学
校
に
お
い
て

「
農
業
ふ
れ
あ
い
教
室
」
か
べ
新
聞
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

相
馬
小
学
校
の
３
年
生
９
名
は
、
１
年

間
を
通
じ
て
取
り
組
ん
だ
リ
ン
ゴ
学
習

に
つ
い
て
の
感
想
文
と
リ
ン
ゴ
か
る
た

を
作
成
し
、
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
「
優
秀
賞
」
を
受
賞

し
、
田
澤
真
由
美
女
性
部
長
か
ら
表
彰

状
と
記
念
メ
ダ
ル
、
さ
ら
に
副
賞
と
し

て
は
れ
わ
た
り
２
キ
ロ
が
生
徒
一
人
一

人
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
立
派
な
額
縁

に
入
っ
た
表
彰
状
を
受
け
取
っ
た
大
場

聖
城
く
ん
は
「
り
ん
ご
学
習
も
か
べ
新

聞
も
頑
張
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。
こ
の

学
習
は
楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
感
想
を

述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
は
終
始

笑
顔
に
包
ま
れ
、
今
年
度
の
農
業
ふ
れ

あ
い
教
室
は
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

３
月
30
日
と
31
日
に
、
飛
馬
共
防
会

員
に
よ
る
肥
料
の
受
け
取
り
が
湯
口
支

所
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
前
で
行
わ
れ
、
47

名
の
会
員
が
予
約
し
た
肥
料
を
受
け
取

る
た
め
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
消
雪
が

進
ん
で
い
る
園
地
が
多
く
、
開
花
前
に

肥
料
散
布
を
終
わ
ら
せ
よ
う
と
し
て
い

る
会
員
も
い
ま
し
た
。

引
取
に
訪
れ
た
会
員
た
ち
は
「
今
年

は
た
く
さ
ん
の
雪
が
積
も
っ
た
が
、
雪

解
け
が
早
い
。
ま
だ
畑
の
小
屋
に
行
け

な
い
場
所
も
あ
る
が
、
肥
料
の
準
備
が

始
ま
る
と
い
よ
い
よ
農
作
業
が
本
格
化

す
る
気
が
す
る
」
と
、
こ
れ
か
ら
の
農

作
業
に
向
け
て
の
準
備
を
整
え
て
い
ま

し
た
。

再生でき るり んご樹は

こ の木柱で回復し て欲し い…

田澤女性部長より

賞状を受け取る

肥料の引取に訪れた会員

7

3

　　



M I R A I  T O P I C S

M I R A I  T O P I C S

み ら い ト ピッ ク ス

　 大川記念農業教育基金協会（ 佐藤龍海会長）

は３ 月２４ 日、 平川市役所で農業等図書費寄贈

を行いまし た。

　 同協会は、 旧Ｊ Ａ 津軽平賀の組合長と し て

長年活動し てき た故・ 大川豊氏が、 地域農業

の活性化のため、 今後の農業後継者やＪ Ａ 役

職員の教育事業に活用し てほし いと 自身の退

任慰労金を 寄贈し たこ と を き っ かけに発足し

まし た。

　 佐藤会長が目録を 工藤貴弘市長に渡し 、 工

藤市長は感謝状を 贈る と と も に、 長年の寄贈

に感謝の意を表し まし た。

地域農業教育の充実に

目録を受取っ た工藤市長（ 左）

　 尾上水稲生産組織連絡協議会（ 佐藤晃一会

長） は３ 月３０ 日、 平川市のさ るか荘で研修会

を開き 、 生産者約２０ 人が出席し まし た。

　 研修会では尾上グリ ーン セン タ ーの営農指

導員が、「 １０ 年後の水田農業意向調査票集計

結果について」「 平川市関係機関連絡会議での

協議内容の情報共有について」「 尾上地区管内

の基盤整備事業の動向について」 の３ 項目を

説明し 、 現在の地域農業の課題や農地の集約

化、 基盤整備の強化などを確認し まし た。

尾上水稲生産組織連絡協議会研修会

職員の説明を聞く 生産者

　 当Ｊ Ａ は３ 月１７ 日、 雪による り んご園地の
被害状況を確認するための巡回を行いまし た。
１ 月に豪雪対策本部を本店に設置し ており 、 今
回の巡回は被害状況などを把握し 、 雪害に対す
る支援策を講じ るこ と が目的です。
　 こ の日は常勤役員と 営農課の職員が、 黒石
地区を中心に被害があっ た管内の園地を巡回。
雪の重みによ る 枝折れや、 幹が裂ける 被害が
多く 見ら れまし た。
奈良寧組合長は「 今後も 被害調査を 行い、 生
産者が安心し て農業を 続けら れる よ う 支援の

充実を進めていく 」 と 話し まし た。

園地の被害状況を確認

園地の被害を確認する奈良組合長（ 右）と
吹田定義営農購買担当常務（ 左）

5 2 0 2 6 .4
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にんにく 栽培講習会

女性部野辺地支部　 手芸講習会
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令 和 ８ 年 ２ 月 米 穀 情 報

２ ． 公益社団法人 米穀安定供給確保支援機構によ る 米取引関係者の判断に関する 調査結果
 （ 令和８ 年２ 月）
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１ ． 令和７ 年産米の令和８ 年２ 月相対取引価格・ 数量（ ２ 月農政局発表・ 速報）
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堰
合
繁
部
会
長
は
「
干
ば
つ
・
猛

暑
・
集
中
豪
雨
に
よ
り
計
画
の
収
量
が

未
達
成
と
な
り
ま
し
た
。
異
常
気
象
が

普
通
で
あ
る
状
況
の
な
か
、
市
場
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
計
画
に
近
い
販

売
金
額
と
な
り
ま
し
た
。
再
生
産
が
厳

し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
部
会
員
も
減

少
し
厳
し
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

農
協
、
市
場
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ

て
、
再
生
産
価
格
実
現
に
向
け
て
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
若
林
政
秀
組
合
長
は
「
異
常

気
象
と
資
材
高
騰
と
い
う
厳
し
い
環
境

の
な
か
、
工
夫
し
て
農
産
物
を
作
っ
て

い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
農
協

と
し
て
も
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
き
ち
ん

と
行
っ
て
い
き
た
い
。
ぜ
ひ
、
総
代
の

皆
さ
ま
か
ら
、
周
囲
の
農
家
へ
声
掛
け

い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
出
荷
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
農
協
と
し
て
も
、
指

導
事
業
を
強
化
し
、
生
産
者
の
拡
大
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
議
長
は
ま
べ
ち
支
部
の
佐
々
木
一
雄

さ
ん
が
務
め
、
令
和
７
年
度
事
業
報

告
、
収
支
決
算
、
令
和
８
年
度
事
業
計

画
な
ど
３
つ
の
議
案
に
つ
い
て
協
議
を

行
い
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

野
菜
総
合
部
会
第
17
回
通
常
総
代
会

野
菜
総
合
部
会
第
17
回
通
常
総
代
会

　
野
菜
総
合
部
会
は
３
月
10
日
、
野
菜
総
合
部
会
通
常
総
代
会
を
八
戸

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
ア
ー
バ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
部
会
員
、
市
場
関
係
者
、

Ｊ
Ａ
職
員
な
ど
92
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

▲ 慎重に協議する参加者

▲ あいさ つを する堰合部会長

　 ながいも 専門部は３ 月３ 日、 管内４ ヵ 所でなが

いも 栽培講習会を 行い、 五戸営農センタ ー（ 東部）

で行っ た講習会では17人が参加し まし た。

　 農業普及振興室の木下貴之主幹が講師を 務め

まし た。 令和７ 年産の作柄と 気象経過を 振り 返り

つつ、 こ れから の春掘り 作業、 種芋の選別や植え

付け時期などについて説明し まし た。 また、 種芋

を 切り 芋と し て利用する 際、 腐敗し ないよ う 注意

を 促し まし た。 講師は「 今年も 気温が高めで 推移

する こ と が予想さ れま す。 異常気象も 近年発生

し て いる ため、 土壌診断や排水対策を 行っ た土

づく り を 心がけてほし い」と 呼びかけまし た。

　 さ ら に、 五戸営農セン タ ーの荻沢一雄係長は、

参加者へ、 加工品も 含めた 農協への全量出荷を

お願いし まし た。

　 共済課は３ 月６ 日、 八戸プラ ザホテルアーバンホール

で令和７ 年度Ｊ Ａ 八戸自動車・ 自賠責共済代理店実績

検討会およ び情報交換会を 開き 、 共済代理店、 共済連

青森県本部、 Ｊ Ａ 役職員22人が参加し まし た。

　 下村正男金融・ 共済担当常務は「 共済代理店の皆さ

まにおいても 、 地域に深く 根ざ し 、 地域社会の発展や

活性化に貢献する 重要な 存在で ある と 認識し て いま

す。 日々の業務において 直面する さ ま ざ ま な 事例 を

共有し 、 今後の課題や目標について 、 意見や提案 を

交わし 、 と も に考え成長し ていき ます」と あいさ つ。

　 実績検討会で は、 情勢報告が行われたほか、 2024

年度Ｊ Ａ 八戸自動車・ 自賠責共済代理店契約拡大キャ

ン ペーン の結果報告、 2025年度の実績報告を 行いま

し た。

　 情報交換会では、出席者が意見を交わし 、 情報を共有

し まし た。

▲  あいさ つをする下村常務

共
済
代
理
店
実
績
検
討
会
お
よ
び
情
報
交
換
会

な
が
い
も
　
次
年
度
作
付
け
に
向
け
て

▲  説明に耳を傾ける参加者

ト ピ ッ ク ス
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Ｊ Ａ 相馬村では事業活動や行事を通じ てS D G s の実践に取り 組んでいます

４
月
16
日
と
17
日
２
日
間
、
ラ
イ
ス

ロ
マ
ン
ク
ラ
ブ
の
肥
料
配
布
が
湯
口
支

所
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
前
と
相
馬
支
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
湯
口
支
所
で
東
部
班
の
肥

料
の
引
渡
し
が
行
わ
れ
、
組
合
員
へ
面

積
に
応
じ
た
数
量
の
肥
料
が
受
け
渡
さ

れ
ま
し
た
。
ラ
イ
ス
ロ
マ
ン
役
員
は
「
○

○
さ
ん
、
４
袋
〜
」
と
声
を
掛
け
、
確

認
し
な
が
ら
作
業
を
す
す
め
ま
し
た
。

ラ
イ
ス
ロ
マ
ン
ク
ラ
ブ
副
会
長
の
三
浦

豊
さ
ん
は
「
昨
年
よ
り
全
て
の
地
域
で

春
一
番
と
い
う
肥
料
に
変
わ
っ
た
の
で
、

引
き
続
き
よ
り
多
い
数
量
の
収
穫
を
目

指
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
述

べ
ま
し
た
。

４
月
22
日
、
青
森
市
内
か
ら
４
名
、

六
ケ
所
方
面
か
ら
３
名
の
日
本
原
燃
の

職
員
計
７
名
に
よ
る
援
農
活
動
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

原
燃
の
職
員
は
毎
年
相
馬
管
内
の
園

地
で
、
収
穫
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
昨
年
は
ク
マ
の
出
没
に
よ
る
安
全

面
を
考
慮
し
て
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
は
、
桐
の
木
沢
地
区
の
嶋
口
千

速
さ
ん
の
リ
ン
ゴ
園
地
で
剪
定
し
た
枝

の
片
付
け
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た

職
員
は
皆
、
ク
マ
鈴
と
撃
退
ス
プ
レ
ー

を
常
備
し
て
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
園
主
の
嶋
口
さ
ん
は
、「
ま
た
こ

う
い
う
援
農
が
あ
れ
ば
引
き
受
け
ま
す
」

と
述
べ
、
作
業
に
参
加
し
た
職
員
か
ら

も
「
今
年
は
収
穫
に
来
れ
た
ら
…
」
と

期
待
を
込
め
て
話
し
て
い
ま
し
た
。

４
月
29
日
か
ら
５
月
10
日
ま
で
、
Ｊ

Ａ
湯
口
支
所
前
特
設
会
場
に
お
い
て
、

花
と
緑
の
市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初

日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
開
店
前
か
ら

行
列
が
で
き
る
ほ
ど
、
多
く
の
お
客
様

が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
10
年
以
上
購
入

し
て
い
る
方
は
「
こ
こ
の
苗
は
、
丈
夫

で
毎
年
う
ま
く
育
つ
の
で
、
必
ず
初
日

に
買
い
に
来
て
い
る
。」
と
カ
ゴ
い
っ
ぱ

い
に
選
ん
で
い
ま
し
た
。「
い
つ
も
の
お

ば
さ
ん
が
見
当
た
ら
な
い
け
ど
、
今
年

は
い
な
い
の
？

　
毎
年
話
す
の
が
楽
し

み
な
ん
だ
け
ど
…
」
と
顔
な
じ
み
の
ス

タ
ッ
フ
を
探
し
て
い
る
常
連
客
の
姿
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

を
心
待
ち
に
し
て
い
る
方
々
の
多
さ
に

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

ラ
イ
ス
ロ
マ
ン
ク
ラ
ブ

肥
料
配
布

日
本
原
燃

　
援
農

花
と
緑
の
市

　
開
催
！！

役員が手際よく 肥料配布し まし た。

剪定し た枝集めをし まし た。

花から 野菜や果物苗まで

買い求めるお客様に賑わっ ていまし た。

7
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　 ４ 月２１日と２２ 日、 社会福祉法人睦会と 特定非

営利活動法人く ろ いし を 本店に招き、 １ 箱20kg

規格のJAき たみら い産玉ねぎを ３ 箱ずつ、 各団

体へ提供し ま し た。 提供し た食材は孤食の解消

や地域交流の場と し て機能し ている 「 子ど も 食

堂」 に使用さ れます。

　 当Ｊ Ａ では地域貢献と し て、「 組合員組織等に

よ る 仲間作り と 食農教育活動など を 通じ て、 地

域社会へ貢献し ま す」 を 基本方針と し て 掲げ、

地域に根差し た活動をし ています。

　 提供先の両団体は「 ご提供いただき あり がと

う ござ いま す。 子ど も たち のために、 有効に活

用さ せていただき ます」 と 話し まし た。

　 ４ 月下旬から ５ 月上旬、 各地区で野菜苗販売会が行われまし た。 各地区のグリ ーン セン タ ーが毎年

大型連休の時期に開いており 、 ト マト やき ゅ う り 、 なす、 かぼち ゃ 、 すいかなど野菜苗を 中心に販売

し ています。 今年は晴天に恵まれ、 各地区と も 大盛況と なり まし た。

子ども食堂へ食材提供

社会福祉法人 睦会（ 中央左）へ食材提供する奈良組合長（ 中央右）と 営農課職員

特定非営利活動法人く ろ いし（ 右）へ食材提供する吹田常務（ 左）

苗購入者（ 平賀地区にて）

田舎館地区

石川地区

平賀地区

尾上地区

黒石地区

各 地 区 で 苗 販 売 会

5 2 0 2 6 .5
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全農職員新人研修　 受け入れ
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ト ピ ッ ク ス

にんにく 　 病害虫対策し っ かり と

　 ピ ーマ ン 専門部五戸支部は４ 月16日、 管内

３ ヶ 所でピーマン定植講習会を行いまし た。

　 農業普及振興室の吉田理見技師を 講師に招

き 、 圃場の準備から 定植までの流れや注意点を

説明し まし た。 さ ら に、 昨年６ 月以降の乾燥の

影響で生育が停滞し 、 尻腐れ果や赤果が全体的

に多発し たこ と から 、 通路にわら や防草シート

を敷き乾燥を防ぐ ほか、 １ 株あたり 500㎖を目安

にかん水を 行う よう 促し まし た。 また、 カ メ ム

シ類が多発する場合は、 登録のある 殺虫剤のう

ち、 Ｒ Ａ Ｃ コ ード が異なる殺虫剤をローテーショ

ン散布するよう 説明し まし た。

　 にんにく 専門部は４ 月９ 日、 14日の２ 日間、

管内14ヶ 所で 栽培講習会を 行いま し た。 こ の

う ち 、 福地野菜集出荷場で は26人が参加し ま

し た。

　 農業普及振興室三戸分室の大和山真一総括

主幹が講師を 務め、 生育状況と 今後の管理作

業について 説明し ま し た 。 ４ 月６ 日に行っ た

生育調査では、 さ び病の発生がわずかにみら れ

たが、 生育は概ね順調であると 報告し まし た。

講師は「 排水対策、 茎葉の傷みには葉面散布剤

を 活用し 、 各自圃場の状況を 確認し 管理し て

く ださ い」 と 呼びかけまし た。

水稲講習会開催

　 営農経済部は４ 月22日から 24日にかけて、管内

13ヶ 所で水稲講習会を 行いまし た。 こ のう ち 、

23日に五戸営農経済センタ ー（ 東部）で行っ た講習

会に15人が参加し まし た。

　 農業普及振興室の太田富広技師が講師を務め、

育苗から 移植ま での管理方法について説明し た

ほか、 苗立枯病やばか苗病等の病害対策につい

て話し まし た。

　 講師は「 苗づく り は苗長14㎝、 3.5葉苗でがっ ち

り し た苗にする こ と が目標です。 かん水は苗箱

の乾燥状態に応じ て判断し 、 温度が上昇する 前

の朝方に行う よ う にし てく ださ い」と 呼びかけまし た。 さ ら に、 代かき は除草剤の効果を 安定さ せる

ため、 田面の高低差が生じ ないよう に均平に行う よう 説明し まし た。

ピ ーマ ン 　 定植準備し っ かり と

▲  説明に耳を傾ける参加者

▲  管理方法を説明する講師

▲  注意点を説明する講師
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A ぴ すっ

今
年
も
農
協
本
所
倉
庫
に
花
粉
開
葯

所
を
設
置
し
、
多
く
の
生
産
者
が
花
粉

の
開
葯
に
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れ
て
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ま
し
た
。

近
年
、
マ
メ
コ
バ
チ
の
減
少
が
リ
ン

ゴ
の
結
実
に
影
響
を
及
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し
て
い
る
た

め
、
確
実
な
結
実
と
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品
生
産
を
目
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し
た
人
工
授
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わ
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て
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ま
す
。

農
家
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星
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世
界
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開
花
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船
状
）
に
な
っ
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っ
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持
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し
ま
す
。
そ
の
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葯
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く
）
採
取
機
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っ
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ま
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。
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し
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ま
す
。

４
月
末
か
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の
耕
起
や
代
掻
き
を
経

て
、
５
月
21
日
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
田

植
が
始
ま
り
大
忙
し
な
季
節
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
初
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り

空
と
な
り
ま
し
た
が
、
東
部
班
か
ら
元

気
よ
く
作
業
が
ス
タ
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ト
。
そ
の
様
子

を
見
守
っ
て
い
た
花
田
勇
人
組
合
長
は
、

「
今
年
は
苗
が
な
か
な
か
の
出
来
栄
え
。

良
い
秋
（
収
穫
期
）
を
迎
え
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
笑

顔
で
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

５
月
１
日
、
ネ
パ
ー
ル
か
ら
の
技
能

実
習
生
を
対
象
と
し
た
、
リ
ン
ゴ
の
摘

花
作
業
の
実
技
研
修
会
が
五
所
地
区
の

園
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
の
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半
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本
所
２
階
の
大
会
議
室
で
行
わ
れ
、

齊
藤
大
貴
主
任
が
資
料
や
映
像
を
使
っ

て
事
前
講
義
を
実
施
。
通
訳
を
介
し
て

詳
し
い
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
後
半

は
、
指
導
課
職
員
と
一
緒
に
実
際
の
畑

へ
と
出
向
き
、
実
技
研
修
で
は
「
ふ
じ
」

の
摘
花
作
業
を
行
な
い
ま
し
た
。

園
地
で
の
農
作
業
を
安
全
に
進
め
る

た
め
、
傾
斜
地
に
お
け
る
梯
子
（
は
し

ご
）
の
正
し
い
使
い
方
に
つ
い
て
も
熱

心
に
学
び
ま
し
た
。

花
粉
開
葯
所
盛
況

ラ
イ
ス
ロ
マ
ン
ク
ラ
ブ

本
格
始
動
！！

ネ
パ
ー
ル
技
能
生

リ
ン
ゴ
学
習

リ ンゴの花を開葯機へ

Ｇ Ｐ Ｓ 搭載さ れた田植え機で

作業効率アッ プ！

摘花を作業し てみる参加者たち
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み ら い ト ピ クッ ス

　 各地区で青年部によ る食育活動が行われまし た 。 ５ 月25日、

金田小学校で尾上地区青年部員２ 人と 尾上グリ ーン セン タ ー

指導員1名が苗や米作り に関する 授業を 行い、 その後、 実際に

バケツ に苗を 植える 苗植え体験を 行いま し た。 48人の児童ら

は苗や米に関する 授業を 真剣に聞き 、 その後のバケツ への苗

植えでも 上手に植えていまし た。

　 平賀地区でも みなみ地区青年部員が保育園児を 対象に、 畑

での果実苗植え体験を 行ないまし た。

各地区青年部員が食育活動

尾上地区尾上地区
青年部青年部

みなみ地区みなみ地区
青年部青年部

　 各地区で青空教室（ 生産者に向けて屋外の畑など 現地で直接行われる 農業技術・ 栽培管理の講習会） が

行われまし た。

　 ５ 月26日、平賀り んごパッ ケージセン タ ーで行われた青空教室では、り んごの病害虫対策の農薬について・

雪害に対する 補助事業・ 令和７ 年の販売状況に関する 説明が行われまし た。 その後、 り んご畑に移動し 、 実

際に摘果（ 幼い果実の一部を 摘み取り 、 残っ た果実を 高品質に育てる ための作業） の講習も 行われまし た。

青空教室が開催

摘果作業について説明する講師摘果作業について説明する講師今後の栽培管理について説明する営農指導員今後の栽培管理について説明する営農指導員

お米 の授業をする青年部員と 営農指導員お米 の授業をする青年部員と 営農指導員

園児に苗の植え方 を教える青年部員園児に苗の植え方 を教える青年部員 元気にあいさ つをする園児元気にあいさ つをする園児
児童に水 稲苗の植え方 を教える児童に水 稲苗の植え方 を教える
青年部員青年部員

4
人や国の
不平等を
なくそう

つくる責任
つかう責任

気候変動に
具体的な
対策を

海の
豊かさを
守ろう

陸の
豊かさを
守ろう

住み続け
られる
町づくりを

パートナー
シップで
目標を
達成しよう

平和と
公正を
すべての人に
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5

　 ゆう き 青森和牛改良組合は21日、 野辺地町

のら く のう 営農セン タ ー敷地内で第26回子牛

管理品評会を 開催し た。 去勢の部は江刺家栄

作さ んが出品し た「 靖桜号」、 雌の部は浜田

竹美さ んの「 よ し と し 号」 がそれぞれ最優秀

賞に輝いた。

　 管内の９ 戸の農家が、 去勢の部８ 頭、 雌の

部10頭を 出品。 全国和牛登録協会青森支部職

員ら ４ 人が審査員を 務め、 体高や皮膚の質感など を 審査し た。

　 品評会は、 子牛の生産育成技術向上のため年２ 回開いている 。

　 その他の受賞者は次の通り 。 ◇優秀賞 ▽去勢の部＝小比類巻正幸 ▽雌の部＝小比類巻正幸　 ◇優良賞 ▽去勢の

部＝小比類巻正幸 ▽雌の部＝成澤真紀夫

慎重に抜き 取り 作業を 行う 部会役員

去勢の部最優秀賞の「 靖桜号」 雌の部最優秀賞の「 よ し と し 号」

５ /2 1

５ /2 1

ニンニク 種子ウイ ルス検査

子牛管理品評会　 生産・ 育成技術向上目指す

　 Ｊ Ａ ゆう き 青森野菜振興会にんにく 種子部門は21

日、 七戸町の圃場（ ほじ ょ う ） でニン ニク 種子のウ イ

ルス 検査を 行っ た。 原種・ 採種と も にウ イ ルス 罹病率

は少ない傾向と なり 、 適切な管理が確認さ れた。 2027

年産と し て安定し た供給ができ る 見込み。

　 検査は優良種苗の生産と 安定供給を 目的と し て毎年

実施し ている 。 こ の日は、 同振興会にんにく 部会役員

やＪ Ａ 職員ら 14人が参加。 葉の色や形状に注意し 、 慎

重に抜き 取り し た。

　 同部門では、 引き 続き 病害虫防除やウ イ ルス 株の抜

き 取り を 徹底する こ と を 確認し た。

５ /2 3

植え付け作業を楽し む児童ら

５ /８ 天間林小３ 年生　 アピオス植え付け

　 七戸町立天間林小学校で生産者と 小学３ 年生36人が

８ 日、 アピ オス の植え付けを 体験し た。 同町の特産品

である アピ オス の特徴や栽培の歴史について理解を 深

める こ と を 目的と し て、 植え付けから 収穫、 調理し て

食べる 一連の流れを 毎年行っ ている 。

　 アピ オス の特徴や同町でのアピ オス 栽培について学

習し た後、 実際に作業を 行っ た。 児童ら は生産者から

植え付けの仕方や注意点を 教わり 、 種芋の植付方向を

確認し ながら 手作業で植え付け 。「 大き なア ピ オス に

なる よ う にお世話を 頑張り たい」「 ど んな味なのか気

になる 」 と 笑顔で話し 、 成長を 心待ちにし ていた。 草

取り など の管理を 行い、 11月に収穫する 予定。

TOPICS

蟹　 座（ ６ ．22～７ ．22）
〈 全体運〉 好調運。 あちら こ ちら から 引っ 張り だこ で忙し く なり そう 。 効率良く 動く よう 心がけて。 大きな
成果が期待でき ます〈 健康運〉 リ ラ ッ ク スタ イ ムを多めに。 お風呂はぬるめで〈 幸運の食べ物〉 イ ンゲン
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ト ピ ッ ク ス

令和７ 年度青森県東方沖見舞金贈呈

　 Ｊ Ａ 八戸は、 令和７ 年度の共済事業普及活

動において顕著な成績を 収めたこ と によ り 、

全国表彰さ れまし た。

　 ５ 月18日、 上長本店で表彰伝達式が行われ、

全共連青森県本部の葛西真司本部長よ り 若林

政秀組合長へ表彰状が手渡さ れまし た。 Ｊ Ａ

八戸は、 今回で４ 年連続の受賞と なり ます。

　 組合員・ 利用者を 第一に“ 寄り 添っ た”３ Q

活動の実施に努め、 今年度も 普及活動に力を

入れてまいり ます。

　 ５ 月11日、 上長本店で、 令和７ 年度青森県

東方沖を 震源と する 地震に伴う 特別災害救援

活動に対する 見舞金が、 全共連青森県本部の

葛西真司本部長よ り 若林政秀組合長へ手渡さ

れまし た。

　 Ｊ Ａ 共済は、 こ れから も「 地域に寄り 添う 共

済」 と し て 、 万一の際に安心し て いただける

体制づく り を 進めてまいり ます。

　 被害に関する ご相談やお困り ごと がござ い

まし たら 、 お気軽にお問合せく ださ い。

令和８ 年度Ｊ Ａ 共済事業推進大会

　 ４ 月23日、 ホテル青森にて、 令和８ 年

度事業推進活動方策並びに令和７ 年度

優績者の表彰を行いまし た。

　 受賞者については、広報誌６ ～８ ページ

のＪ Ａ 八戸グループ 令和８ 年度事業推

進大会にて紹介し ており ますので、 ご覧

く ださ い。

令和７ 年度Ｊ Ａ 共済優績組合全国表彰

▲  目録を受け取る若林組合長（ 中央）

▲  令和７ 年度優績者

▲  表彰状を受け取る若林組合長（ 左から ２ 番目）

9
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自己改革の進化から深化へ、真価を発揮する

 3つの「 　 　 　   」

※　 　 　   は、以下の3つの意味を込めた言葉。

ＪＡグループのホームページから、自己改革の成果をまとめた

動画や全国のＪＡ の取り 組みがご覧になれます。　

発行／ＪＡ全中（ 一般社団法人 全国農業協同組合中央会）

https://o rg .ja-group.jp/challenge/　

※
Ｊ Ａ 自己改革

農業者の所得増大・ 農業生産の拡大

No.9
2026.3.30

農業編

輸出量の推移

　 山形県のＪ Ａさがえ西村山は、リンゴの輸出を軌道に乗せて2024年、輸出

向けの販売額1億円を突破しました。

　 国内需要が低迷する中、Ｊ Ａ は単価向上を狙い、栽培が盛んな朝日町ととも

に04年から台湾に14ト ン の輸出を始めまし た。 残留農薬規制が厳し い台湾

だったが営農指導を徹底。 輸送過程で果実が傷まないよう 強化段ボールを採

用するなど、さまざまな品質保持策を取り入れ、マレーシアやフィ リピンなど東

南アジアにも 進出しました。 輸出量は15年に72ト ンまで増えました。

　 一方、輸出に対応していたのが朝日町にある選果場だけで、台湾でニーズ

の高い大玉果の量を確保し にく いことや、処理能力が課題でした。

リ ンゴの単価アップへ　 輸出に活路

　 品質の高いＪ Ａのリンゴは引き合いが強く 、今作も 400 ～ 500ト ンの注文があり

ました。 近年は気候変動により輸出向けの大玉果を作りにくく なっていますが、Ｊ Ａ

は早めの摘蕾や摘果など、大玉果を安定して作れるよう 営農指導に取り 組んでい

ます。

　 また、全農グループのバリューチェーンを活用した輸出産地づく りの取り 組みと 連

携し 、台湾向けりんごの輸出を着実に増やしており 、今後も連携を強化してさらなる

輸出拡大を目指します。

さらなる輸出の拡大へ　 適期作業を指導

リ ンゴ輸出を大幅アップ
台湾中心に１億円突破　 選別施設の集約が転機に

山形県　 ＪＡさがえ西村山

　 Ｊ Ａ は、国の輸出拡大支援に関する

事業を 活用して、朝日町に広域選果

施設を22年に新設し まし た。 こ れに

より 、輸出に向けるリ ンゴを大ロット

で集荷できるよう になりました。 品種

は「 シナノ スイート 」や「 ふじ 」など４ 品

種で、輸出量は同年、前年の４ 倍以上

と なる210ト ン、輸出向けの販売額は

６ 倍以上の9100万円に急増しました。

　 鮮度保持には、リ ンゴの過剰な成

熟を抑える１ -MCPを処理できる設備を導入。 果実に空気を吹きかけてダニ類や

モモシンクイガなどの害虫を吹き飛ばす設備も 取り入れ、鮮度や品質を保持し や

すく なりました。 現在の輸出先も 、台湾が８ 、９ 割を占めています。

選果施設の集約で輸出量・ 額が大幅に増加

広域選果施設での選果作業

輸出先の店舗に並ぶリンゴ

問い合わせ ＪＡ 全中 ＪＡ 組織・ 経営対策部 ＪＡ 改革支援課 ☎03-6665-6040 　 jakaikaku.s@ zenchu-ja.o r.jp

現地店舗での販促の様子
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「 農業振興の応援団」の意思反映・ 運営参画に活路

ＪＡの体験型農園「 讃さんファーム」で野菜の
収穫を体験するパート ナークラブのメンバー

　 Ｊ Ａ 香川県は、 准組合員の視点を組合運営に反映させる「 Ｊ Ａ 香川県パート ナー

ズクラブ」 の取り 組みを軌道に乗せ、 地域に選ばれる組織づく りを加速させている。

　 このクラブは「 農業振興の応援団」 である准組合員の声をＪ Ａ に直接届ける場と

して2022年度に発足。 准組合員の意見を取り入れることでＪ Ａ 事業をよりニーズをふ

まえたものへ進化させ、 中長期的な組織基盤の強化につなげる狙いがあった。

　 Ｊ Ａでは、 17年度から 「 准組合員と の交流会」 を各統括店で企画・ 運営し 、Ｊ Ａ

と 地域農業への理解促進を図る取り 組みを展開しているが、 さらに重層的に意思反映・ 運営参画できる仕組みを構築している。

具体的な施策へ反映　ＳＮＳ活用など成果着々

　 参加者は会社員や子育て世代など幅広く 、日常的にＪ Ａ を利用する人たちが中心。 年に3回集ま

る機会を設け、本格始動した25年度までに、延べ60人以上が参加した。

　 クラブの活動内容は、Ｊ Ａ の事業紹介や、農産物直売所などの施設視察のほか、農業情勢を学ぶ研

修、Ｊ Ａ に対する提言書作成に向けたワークショ ップなど多岐にわたる。 意見交換会ではＪ Ａ オリジナ

ル商品や、直売所の利便性など、准組合員であるメンバーと JAと の接点となる事業などをテーマに議

論が交わされている。

　 活動は着実に進められている。 例えば、22年度の提言において示された農産物直売所の情報発信

の強化は、以前から 必要性が認識されていた公式Instagramアカウント 開設の方向性と 合致するも の

だった。 こうした背景のもと 、農産物直売所による公式Instagramの投稿が始まり 、情報発信の強化

につながっている。

　 また、25年度からは、公式LINEアカウント を活用した情報発信も開始。 メンバーとの接点を増やし 、

コミ ュニティとしてのつながりを深めている。

自ら企画・ 運営する組合員組織へ　 准組合員加入促進にも 取り 組む

　 参加した准組合員からは「 役職員が自分たちの意見をしっかり 受け止めてく れることが

うれしい」「 継続して参加したい」といった前向きな声が多く 、組合との距離が縮まっている。

　 26年度は、これまでの研修を通じた理解深化に加え、Ｊ Ａ香川県が准組合員を「 正組

合員とともに地域農業を支えるパート ナー」、すなわち “農業の応援団”と 位置付けている

ことを踏まえ、その裾野拡大に注力する。 イベント での組合加入のPRや、組合加入促進

チラシ案の作成などを予定している。

　 Ｊ Ａは今後、クラブを単なる意見交換の場にとどめず、イベント の企画段階からの参画

や、情報発信を担う「 准組合員リーダー」の育成も見据え、准組合員と JAが一体となって

新たな価値を生み出す仕組みの構築を目指している。

意見交換会で活発に発言するメンバーとJA職員

直売所のInstag ram画面

ＪＡグループのホームページから、自己改革の成果をまとめた

動画や全国のＪＡ の取り 組みがご覧になれます。　

発行／ＪＡ全中（ 一般社団法人 全国農業協同組合中央会）

https://o rg .ja-group.jp/challenge/　

※
Ｊ Ａ 自己改革

く らし・
地域編

No.10
2026.5.29

自己改革の進化から深化へ、真価を発揮する3つの「 　 　 　   」

※　 　 　   は、以下の3つの意味を込めた言葉。香川県　 ＪＡ 香川県
地域の活性化

問い合わせ

准組合員の視点を経営の力に

「 パート ナーズクラブ」で組織を活性化

ＪＡ 全中 ＪＡ 組織・ 経営対策部 ＪＡ 改革支援課 ☎03-6665-6040 　 jakaikaku.s@ zenchu-ja.o r.jp
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